








その他のタイトル 〈Original Articles〉Development of a worry
scale for seeking help from educational and




ol1d School P5Jlchology 








Development of a worry scale for seeking help from educational and psychological experts 
among parents of junior high school students 
Saori Yamasaki (Division of Guidance and Counselingラ Tottori Education Bureau， 
Kuγαyoshi， Tottoγi， 682-0802) 
Junko Iida (Faculty of Human Sciences， University ofTsukuba， B閉め;0，Tokyo， 112-0012) 
τhe purpose of the present study was to develop a scale to measure worry for seeking help from 
educational and psychological experts among junior high school students' parents. The questionnaires were 
administered to 497 parents. Factor analysis yielded 2 subscales :円WOI・ryfor the consultation act" and 
"worry for the consultants." The results showed that the scores of parents of the first grade students were 
signi日cantlyhigher than the scores of parents of the second and third grade students. There were some 
significant differences with respect to students' grade and parents' age. Also， the result showed that worry 
scale scores for the consultation act were the highest for the educational and psychological experts outside 
the schools， followed by for school counselOl・sand teachers， respectively. The worry scale scores for the 
consultants were higher for the educational and psychological experts outside the schools and teachers than 
for schooI counselors. 





調査』によると，平成 26(2014)年度の中学校の不登校 「援助要請 J という機念の I~，多くの研究が行われてい
生徒数は 97，036人(I司2.76%)であり，中学校 2年生と る(本13・新井・石1.畏， 2011 ;木村・水野， 2004;水野・
3年生で全体の4害IJ強を占めているという(内閣府， 2013)。 石1長，1999;永井・新井， 2007; 11仁，.水野・石|棋， 2004)。









今13，2001) 0 r援D)J不安」とは， Kushner & Sher (1989) 






いる。また，永31ニ・新井 (2007) は， 1妥附J要請行車)jの関









































には，本研究では前述の Ravivet al. (2003) のRi立を基
盤とし，日本の保護者を対象に予備調査を実施し， 1 '~1コ学
生の保護者が暖月)]を求めることへの心配J尺度を作成す
る。 Ravivet al. (2003)の尺度を選択する理由としては，


















母親 391名，父親 32名，未回答 74名であった。年齢は，
30代が III名， 40代が 3431:1， 50 代が 35名， 60代が 2















る 19項慢について r全く心配ではなし可:りから f非常
に心配で、ある:5Jの 5件法で尋ねた。この尺度は，以下
の (1) ~ (3) の手続きで作成したものである。
(1) Ravivetal. の先行研究を基盤とする項毘作成









調整をすることについても，了承を得た。 Ravivet al. 
(2003) の Wo剖nηI

































問紙を作成した。石|製・小野瀬(1997) を参考に， SC 
については r児童生徒の学習面，心理1・社会部，進路市i
で、の発達ーを援助する教育相談の専門家です。SCの主な役

















(2002) が， Mayer， Miller， Metzger， & Borkovec (1990) 
が開発した心配を測定する尺度 PSWQ(Penn State Worry 
Questionnaire) の日本語j坂の{言頼性と妥当性の検討を
行った際も妥当性の険討として STAIが月札、られた。そ





































6相談することで，子どもの問題を認めることになるのではなし、かということ。 2‘16 0.94 .91 -.15 
8相談することで，自分の子どもに情緒的，または精神的に問題があるということを照 2.30 1.03 .89 -.04 
りに知られること。
1I相談することで，子どもの学校での評価に傷をつけ，将来に影響するのではないかと 2.09 1.0 I .83 .02 
し、うこと。
7 ~・ø 談することで，家族の「秘密」を周りに知られること。 2.38 ト07 .82 .04 
9相談することで fあなたの育て方に問題がある。Jr子どもの鰐題にうまく対処できて 2.30 1.00 .81 同 .01
いない。」など，自分の育て方を専門的に批判されるのではないかということ。
5相談することでs 子どもが，私の望まない方向に行動したり考えだすのではなし、かと 1.95 0.85 .79 -.06 
し¥うこと。
14相談することで，子どもが保護者より先生に忠誠的になるのではなし、かということ。 2.43 I目05 .78 -.06 
4相談することで，子どもが rI~I 分は普通じゃないんじゃなし\か。 J r自分は何かおかし 2.40 1.14 .71 .05 
し、んじゃないか。Jと思ってしまうこと。
12相談することで，子どもに関する内密な情報が他の機関に漏れるのではなし、かという 2.29 1.07 .69 .17 
こと。
13相談することで，保護者が望まないのに，問題がある子どもを特殊教育に移したり 2.45 1.10 .67 .15 
特別な処置をするのではないかということ。
1相談することで r子どもや家族に問題ある。Jと，友人や近所の人に思われること。 2.18 1.03 .66 .08 






2.42 1.00 .54 .02 
2.23 0.96 .52 .23 
2.09 1.01 .50 .23 
18相手が信頼できるかどうかということ。 2.87 1.21 -.12 .98 
19相談したことを解決してくれないのではないかということ。 2.87 1.14 .02 .89 
17相談したことが学校にどこまで、伝わるかということ。 2.86 1.15 .08 .80 













とを WI~決してくれないのではないかということ J といっ
た相談相手に対する信頼や棺談相手の援fl)J能力・専門，t~:








談行為心配Jl W棺談相手心配~Iこ含まれる項自問の α 係数
を算出した。その結果，学校の先生を対象とした心配尺
疫の内的一員:，1主は， W相談行為心配』 α=，95，れ、目談4、13手
心配Jl 0: =，90であった(表 1)0 SCを対象とした心配尺
度の内的一貫性は， W相談行為心配Jα=.97，引、El談中Ij手








I 相談行為に対する心配 (a二 97)
1 Hl談することで、「子どもや家族に問!説ある。」と、友人や近所の人に思われること。 2，29 1，01 .91 -.08 





2.29 0，92 .87 -，03 
2.12 0.90 .84 -，04 
2.42 1.02 .83 ，06 
1相談することで、子どもの学校での評{ifに傷をつけ、将来に影響するのではなし、かと 2.34 1，00 .81 ，08 
し、うこと。
2相談することで、現在の状態以上に問題が長号料、たり、思くなるのではないかという 2.40 1.02 .80 .08 
こと 0
9相談することで、「あなたの育て方に問題がある。 Ji子どもの問題にうまく対処でき 2.35 0.98 .78 .05 
ていない。 j など、自分の育て方を専門的に批判されるのではなし、かということ。
5相談することで、子どもが、私の望まない方向に行動したり考えだすのではなし川￥と 2.43 1.00 .76 .10 
し、うこと。
4 HI談することで、子どもが「自分は普通じゃないんじゃなし、か。Ji自分は何かおかし 2.49 1.06 .71 ，13 
いんじゃないか。」と思ってしまうこと。
12相談することで、子どもに拐する内密な情報が他の機関に漏れるのではないかという 2.45 1，06 .69 ，22 
こと。







.59 ，02 2.21 1.04 
2.38 0.99 .44 ，28 
.42 2.58 1，01 37 
18相手が信頼できるかどうかということ。 2，87 1.17 ・，10 1.00 
19相談したことを解決してくれないのではないかということ。 2.84 1.10 ，03 .89 
17相談したことが学校にどこまで、信わるかということ。 2，82 1.12 ，05 .84 
















8 1:3談することで、自分の子どもに情緒的、または精1.1;的に問題があるということを周 2.53 1.08 .93 -.01 
りに矢1らhること。
14 相談することで、子どもが保護者より外部のHI 談機関に}['，IDt.t I~I~J になるのではないかと 2.23 0.95 .89 -.1 
し、うこと。
61、I~談することで、子どもの問題を認めることになるのではないかということ。 2.36 0.97 .89 -.04 
7 1:1~1 談することで、家族の rTiIZ.性;J を周りに矢1られること。 2.56 1.1 .89 .01 
l相談することで、「子どもや家族に問題ある。Jと、友人や近所の人に患われること。 2.44 1.09 .85 .02 
1相談することで、子どもの学校で、の詳細に傷をつけ、将来に影響するのではないかと 2.48 1.06 .85 .06 
し、うこと。
5相談することで、子どもが、私の望まないカー|苅に行動したり考えだすのではなし叶、と 2.50 1.03 .79 10 
し、うこと。
9相談することで、「あなたの育て方に問題がある。J円こどもの部地ーにうまく対処でき 2.46 ] .04 .79 02 
ていない。j など、自分の育て方を専門的に批判されるのではないかということ。
4相談することで、子どもが rI~I 分は普通じゃないんじゃないか。 J r自分は何かおかし 2.60 I.IJ .75 10 
いんじゃないか。Jと思ってしまうこと。
2相談することで、現在の状態以上に問題が長ヲ11;、たり、荘、くなるのではなしサミという 2.56 1.06 .68 つフ
こと。
12相談することで、子どもに拐する内密な情報が他の機関に漏れるのではなし、かという 2.66 1.17 .63 27 
こと。
13相談することで、保護者が望まないのに、問題がある子どもを特殊教育に移したり、 2.60 1.15 .60 .27 
特別な処置をするのではなし、かということ。
10子どもを外部の祁談機関のところに連れて行く時間が自分にあるかどうかというこ 2.38 1.10 .55 I 
と。
16相談する方1去がわからないということ。 2.53 1.05 .43 31 
E 相談相手iこ対する心配 (σ=.92)
18相手が信頼できるかどうかということ。 3.08 1.22 -.15 1.06 
19相談したことを解決してくれないのではなし、かということ。 3.00 1.17 -.04 .93 
17相談したことが学校にどこまで、イ云わるかということ。 2.95 1.16 13 .77 
3子どもにとって最善となるような援助を行う専門性や力量が外部の相談機関にあるか 2.84 1.17 .25 .57 
どうかとし「うこと。
15外部のWI談機関にまで相談に行くのは大げさなのではなし、かということ。 2.72 1.10 36 .45 
固有{直 11.77 9.51 
因子関4、13関 74 
Raviv et al. (2003)の先行引先を参考とすると同時に， の得点と外部の相談機関に対する円、目談行為心配』との







の相関係数は r=.30 (p<.OO 1) となり. W1l談相手心配』
とは r=.19 (pく.001)であった。 STAIの得点と SCへの
円、自談行為心配』との問の相関係数は r=.26 (pく.001). 
『相談相手心配』とは 1・ =.16 (pく01) であった。 STAI
(pく 001) であった。引:13談行為心配』は r=.25'"'-' .30と
なり，やや相関があるとされる基準 (.20'"'-'.40) (例えば，









表 4 子どもの学年.'I'~UJIJ による保護者の援助を求めることへの心配得点の分散分析結果
1 {l三ヨ三 2年生 3年生 Ff直
男子 女子 男子 女子 男子
/1=87 11=95 11=86 11=68 17=72 
学校の先生
相談行為心配 2.39 2.43 2.13 2.32 2.17 
(0.73) (0.80) (0.79) (0.82) (0.75) 
WI談相手心配 3.15 3.19 2.65 2.87 2.76 
( 1.02) (0.98) (0.96) (1.07) (0.98) 
sc 
相談行為心i~c 2.50 2.44 2.27 2.39 2.26 
(0.80) (0.84) (0.87) (0.88) (0.77) 
相談相手心配 3.01 2.91 2.67 2.81 2.75 
(0.98) (1.06) (1.03 ) ( 1.00) (1.00) 
外部の相談機関
相談行為心配 2.60 2.52 2.42 2.47 2.46 
(0.83) (0.92) (1.01) (0.85) (0.94) 
相談相手心配 3.08 3.05 2.74 2.84 2.90 
(1.01) (1.09) (1. 11) (0.89) (0.97) 





















(それぞれ，F(2，472) 6.32， p<ー01， F(2，479)ヱ久59，P 




2.17 4.22 1.1 1 0.62 1 i三生 >2"i三任三>3句三d:
(0.85) ns I1S 
2.71 9.79 0.57 0.64 l:I手生>2{i三生.3 {1三生
(1β8) ネキ I1S 1.1' 
2.32 2.02 0.32 0.49 
(0.78) ns I1S ns 
2.75 2.50 0.02 0.53 
(0.96) 1.1' I1S I1S 
2.44 0.89 0.03 0.22 
(0.82) ns I7S 17‘E 
2.84 3.11 0.00 0.28 i主Fヨミ >3イ下ヨミ
(0.95) 17白古 17.1' 
40代>50代以上であることが示された。また， scに対
する ~HI 談行為心配』においても有意差が認められ
(F(2，460) =3.74， p< .(5)， Bonferroni 1去による多量比較
の結果， 40代 >50代以|二， 30代>50代以|こであること
が示された。外部の相談機関に対する『相談行為心配』
においては，有意傾向が示され(それぞれ F(2ち454)= 















20 教育相談研究 ，司Eラ~ 53 乍王H士2 
表 5 回答者の年齢別による援助を求めることへの心配得点の分散分析結果
30代 40 代 50代以ヒ F1直 多重比較
11= 102 11=325 11=31 
学校の先生
相談行為心配 2.18 2.35 1.89 6.32 仲 40代>50代以」二
(0.80) (0.79) (0.70) 
相談相手心配 2.77 2.99 2.53 4.59 * 401そ>50 1-~J;U二
(1.02) (1.00) ( 1.18) 
SC 
相談行為心配 2.40 2.40 1.99 3.74 * 30代・ 40代>50代以 i二
(0.86) (0.81 ) (0.78) 
~{I 談相手心配 2.74 2.88 2.56 2.02 I1S 
(1.02) (0.99) (1.15) 
外部の棺談機関
相談行為心配 2.45 2.54 2.14 2.89 十 40代>50代以と
(0.95) (0.87) (0.85) 
相談相手心配 2.79 2.99 2.59 3.26 
( 1.07) (0.97) (1.1 ) 
)内は標準偏差。 p< .01， 'p< .05，十p<.IO
表 6 各相談相手に対する保護者の援助を求めることへの心配得点の比較


















した心配R.J支のもととなった Ravive! al. (2003)の Worry
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注 1) 心配と不安の区日IJについて p 杉浦 (2001)は，不
安は，認、9;1]，行動，生理!という 3つの成分からなる
が (Lang，1971)，心配は「思考やイメージの連鎖j
(Borkovec， Robinson， Pruzinsky， & D巴pree，1983) で
あると述べており，心配は不安における認知的成分
に相当すると述べている。
